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兄ちゃんかっこいい！
あいにくの天気の中、米の体育館で盆踊りが行われました。（8 月 15 日）
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九
月
は
防
災
月
間

あ
な
た
は
、

愛
す
る
家
族
を
守
れ
ま
す
か
？

　

九
月
は
防
災
月
間
で
す
。
そ

し
て
九
月
一
日
は
、
防
災
の
日
で

す
。
こ
の
日
は
、
大
正
十
二
年
九

月
一
日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災

の
惨
事
を
教
訓
と
し
、
防
災
意
識

を
高
め
よ
う
と
し
て
創
設
さ
れ
た

日
で
す
。

　

西
郷
村
に
お
い
て
も
、
五
年
前

に
「
平
成
十
年
八
月
末
集
中
豪
雨

災
害
」
に
よ
り
死
者
七
名
、
建
物

全
半
壊
二
十
五
棟
と
い
う
大
き
な

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

災
害
は
決
し
て
他
人
事
で
は
済

み
ま
せ
ん
。

　

大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
、
頻ひ
ん
ぱ
つ発
す

る
地
震
、
ま
た
台
風
十
号
に
よ
る
水

害
と
日
本
各
地
で
大
き
な
災
害
が
続

い
た
こ
の
夏
。
あ
な
た
は
、
災
害
か

ら
自
分
自
身
そ
し
て
愛
す
る
家
族
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
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水
害
、
台
風
、
土
砂
災
害
な

ど
自
然
災
害
は
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
地
震
は
、
私
た

ち
の
生
活
を
突
然
襲
う
最
も
恐
ろ

し
い
も
の
で
す
。

　

地
震
が
起
き
る
と
、
地
盤
が
大

き
く
揺
れ
、
地
滑
り
・
山
崩
れ
・

落
石
な
ど
が
発
生
し
ま
す
。
ま

た
、
建
物
の
倒
壊
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
（
ガ
ス
・
電
気
・
水
道
・
電
話
・

交
通
な
ど
）
が
寸
断
さ
れ
る
と

い
っ
た
一
次
的
な
災
害
や
火
事
が

い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
根
も
葉
も
な
い
噂

か
ら
動
揺
し
た
人
た
ち
の
間
で
デ

マ
が
流
れ
パ
ニ
ッ
ク
が
起
き
る
な

地
震
か
ら
身
を
守
る

❸気道を確保した状態で、自分の顔を傷病
　者の胸部側に向ける。
　頬を傷病者の口・鼻に近づけ、呼吸の音
　を確認するとともに、自分の頬に傷病者
　の吐く息を感じとる。
　傷病者の胸腹部を注視し、胸や腹部の上
　下の動きを見る。

❶傷病者に近づき、その耳もとで  
　「大丈夫ですか」または「もしも
　し」と呼びかけながら、傷病者の
　肩を軽くたたき、反応があるかな
　いかを見る。 

心肺蘇
そ

生法の手順
　大切な命を救うために

                       必要な迅速な行動

❷片手を額に当て、もう一方の手
　の人差指と中指の２本をあご先
　にあて、これを持ち上げ、気道
　を確保する。

❹呼吸がなければ人工呼吸を開始する。
　気道を確保したまま、額に当てた手の
　親指と人差指で傷病者の鼻をつまむ。
　口を大きくあけて傷病者の口を覆い、
　空気が漏れないようにして、息をゆっ
　くり 2 回吹き込む。

９月９日は救急の日

❶意識を調べる

❷気道の確保

❸呼吸を調べる

❹人工呼吸

❺人工呼吸をして、循環のサイン
　がない場合は、ただちに心臓マ
　ッサージを開始する。
　15 回の心臓マッサージと 2 回
　の人工呼吸のサイクルを繰り返
　し救急車が来るまで行う。

❺心臓マッサージ

　

災
害
は
、
突
然
我
々
の
身
に
降
り
か
か
っ
て
き
ま

す
。
普
段
か
ら
、
家
族
で
安
全
対
策
や
非
常
持
出
品
の

準
備
、
緊
急
避
難
場
所
や
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ

た
と
き
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
が
、
自
分
自
身
と
家
族
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ど
、
二
次
的
災
害
を
誘
発
し
て
、

被
害
を
い
っ
そ
う
大
き
く
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

噂
や
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
携

帯
ラ
ジ
オ
や
防
災
行
政
無
線
な
ど

の
信
頼
で
き
る
情
報
に
よ
り
、
近

所
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
落
ち
着
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

九
月
九
日
が
何
の
日
か
ご
存
じ
で
す
か
。

　

九
（
き
ゅ
う
）
と
九
（
き
ゅ
う
）
で｢

救
急

の
日｣

で
す
。

　

適
切
な
応
急
手
当
が
施
さ
れ
れ

ば
、
よ
り
多
く
の
人
命
を
救
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
救
急
車
が
来
る
ま

で
に
、
ど
ん
な
行
動
を
と
れ

ば
い
い
か
、
応
急
手
当
の
基

礎
知
識
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

家
族
が
倒
れ
た
時
、
意

識
が
な
く
危
険
な
状
態
だ
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い
。｢

早
い
通
報｣

が
命
を
救
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
心

肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
簡
単
に
記
述
し

て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
応
急
手
当
や
普
通
救
命

講
習
会
に
つ
い
て
は
、
白
河
消
防
署
西
郷
分
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　循環のサインとは、
　・呼吸をしているか？
　・咳をしているか？
　・体に何らかの動きがあるか？
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真名子川上流

真名子川下流

真名子川
 阿武隈川合流前

阿武隈川中流

阿武隈川上流

堀川№２
堀川№３ 堀川№４

谷津田川№１
谷津田川№２

阿武隈川下流

真名子川下流

真名子川
 阿武隈川合流前

阿武隈川

阿武隈川中流

阿武隈川上流

堀川№１

谷津田川№１黒川上流

黒川

堀川

谷
津
田
川

阿武隈川上流

堀川№１

堀川№２
堀川№３ 堀川№４

谷津田川№１
谷津田川№２

谷津田川№３谷津田川№３

谷津田川№４谷津田川№４黒川上流

黒川

堀川

谷
津
田
川

真
名
子
川

阿武隈川下流

●調査地点

　

村
を
流
れ
る
阿
武
隈
川
、
堀
川
、
谷
津
田
川
、
真
名
子
川

及
び
黒
川
の
水
質
汚
濁
の
現
状
を
把
握
し
、
こ
れ
ら
の
河
川

の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
平
成
十
四
年
度
（
五
月
、
八

月
、
十
一
月
、
二
月
）
に
水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で

そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

阿武隈川源流・雌滝
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< 平成１４年度水質検査結果表 >
調査項目 基準値 阿武隈川 堀　川 谷津田川 真名子川 黒　川

ｐＨ 6.5 以上 8.5 以下

上　流 7.40 No.1 7.50 No.1 7.00 上　流 7.30 上　流 7.80 
中　流 7.50 No.2 7.80 No.2 7.70 下　流 7.30 
下　流 7.70 No.3 7.80 No.3 7.30 合流点 7.30 

No.4 7.90 No.4 7.20 

ＢＯＤ

〔mg/ ℓ〕
2mg/ ℓ以下

上　流 1.10 No.1 1.00 No.1 1.00 上　流 1.00 上　流 1.10 
中　流 1.10 No.2 1.30 No.2 1.40 下　流 0.80 
下　流 1.10 No.3 1.20 No.3 4.60 合流点 0.70 

No.4 1.60 No.4 4.00 

ＣＯＤＭｎ

〔mg/ ℓ〕

上　流 0.80 No.1 1.10 No.1 2.00 上　流 1.80 上　流 1.60 
中　流 1.20 No.2 1.80 No.2 3.10 下　流 1.90 
下　流 1.70 No.3 2.60 No.3 3.00 合流点 2.30 

No.4 2.60 No.4 3.20 

ＳＳ

〔mg/ ℓ〕
25mg/ ℓ以下

上　流 1.20 No.1 1.00 No.1 5.20 上　流 1.40 上　流 1.20 
中　流 1.20 No.2 1.40 No.2 37.00 下　流 2.00 
下　流 1.80 No.3 16.00 No.3 13.00 合流点 3.50 

No.4 9.70 No.4 18.00 

大腸菌郡数（M）

〔MPN/100mℓ ]

1,000MPN/

100mℓ以下

上　流 310 No.1 230 No.1 15,000 上　流 860 上　流 1,300 
中　流 770 No.2 1,800 No.2 42,000 下　流 3,700 
下　流 2,300 No.3 2,300 No.3 83,000 合流点 2,200 

No.4 11,000 No.4 39,000 

ＤＯ

〔mg/ ℓ〕
7.5mg/ ℓ以上

上　流 11.00 No.1 10.40 No.1 9.10 上　流 10.00 上　流 11.00 
中　流 11.30 No.2 10.90 No.2 10.70 下　流 10.10 
下　流 10.70 No.3 10.90 No.3 9.40 合流点 9.80 

No.4 11.00 No.4 9.30 

ＤＯ飽和率

〔％〕

上　流 98.0 No.1 100.0 No.1 89.0 上　流 94.0 上　流 106.0 
中　流 103.0 No.2 106.0 No.2 106.0 下　流 104.0 
下　流 110.0 No.3 106.0 No.3 95.0 合流点 104.0 

No.4 111.0 No.4 92.0 

全窒素

〔mg/ ℓ〕

上　流 0.630 No.1 0.420 No.1 1.400 上　流 0.380 上　流 0.800 
中　流 0.720 No.2 1.000 No.2 1.700 下　流 0.530 
下　流 0.610 No.3 1.000 No.3 7.600 合流点 0.430 

No.4 1.200 No.4 7.200 

全リン

〔mg/ ℓ〕

上　流 0.019 No.1 0.018 No.1 0.046 上　流 0.017 上　流 0.041 
中　流 0.026 No.2 0.032 No.2 0.080 下　流 0.052 
下　流 0.032 No.3 0.045 No.3 0.170 合流点 0.036 

No.4 0.058 No.4 0.150 

※生活環境の保全に関する
環境基準（河川）、Ａ類
型に該当するのは阿武隈
川・黒川です。

ｐＨ（水素イオン濃度）
中性・アルカリ性・酸性を
示す指標。

ＢＯＤ
（生物化学的酸素要求量）
水の有機物による汚濁状況
を判断する指数。

ＣＯＤ（科学的酸素要求量）
被酸化性物質を酸化剤によ
って科学的に酸化した際に
消費される酸素量を示す。

ＳＳ（浮遊物質）
水中に浮遊している粒径２
ミリ以下の物質。

大腸菌郡数
大腸菌とよく似た性質を
持つ菌の総称で、特別の細
菌がいるということではな
い。

ＤＯ（溶存酸素量）
水中に溶けている酸素の
量。

全窒素
水中に含まれる窒素量を示
す。

全リン
水中に含まれるリン量を示
す。

▲ナマズの引っ越しのお手伝い

　

谷
地
中
で
は
、
昔
か
ら
堀
や
小

川
に
ナ
マ
ズ
が
多
く
住
ん
で
い
ま

す
。
今
年
か
ら
、
ほ
場
整
備
事
業

が
始
ま
り
ま
す
が
、
一
部
に
ナ
マ

ズ
や
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
が
住
め
る
自

然
環
境
を
残
す
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
作
戦
は
、
事
業
開
始
前

に
こ
れ
ら
の
生
物
を
一
時
的
に
別

の
場
所
に
移
動
す
る
も
の
で
、
熊

倉
地
区
田
園
環
境
推
進
委
員
会

（
佐
藤
三
千
子
会
長
）
主
催
の
も

と
、
地
元
の
子
供
た
ち
や
事
業
の

請
負
業
者
な
ど
約
百
三
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
網
を
手
に
、
ナ
マ
ズ
や
ド
ジ
ョ

ウ
を
捕
ま
え
、
近
く
の
水
田
や
池

に
放
し
ま
し
た
。

　

捕
獲
さ
れ
た
七
十
匹
を
超
え
る

ナ
マ
ズ
は
、
ほ
場
整
備
が
完
成
す

る
ま
で
仮
の
住
み
か
で
生
活
し
ま

す
。

美
し
い
自
然
環
境
を

ナ
マ
ズ
引
っ
越
し
大
作
戦
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暑
い
日
ざ
し
、

あ
が
る
水
し
ぶ
き
！

　台風 10 号の過ぎ去った８月 10 日、村民プールで第 10 回
村民水泳大会が行われました。この日は、夏の暑い日差しの
中、自分自身の記録に挑戦していました。

　交通対策協議会では、国道４号白河検問所前

で、夏休みやお盆時期の帰省客などに交通安全

を呼びかける「目の覚める運動」を実施しまし

た。

　ミニだるまや、大粒の梅干しなど思わぬ贈り

物を受けたドライバーは、眠気すっきり気分を

切り替え、目的地へ出発していきました。

	 	 	 	

気分すっきり安全運転 8/8
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ビックフェア開催

   県内 90 市町村がそれぞれ自慢の特産・名産

品を展示販売する「おもしろ夢ランド 2003 ふ

くしまビックフェア ｣ が、２日間にわたりＪＲ

Ａ福島競馬場で開催されました。

　村では地場産品のじゃがいもやとうもろこし

などを販売し、行列ができるほどの人気を集め

ていました。

　村内の中学生に異文化を体験してもらい、視

野の広い国際感覚を身につけてもらうことを

目的に、天栄村のブリティッシュ・ヒルズで 2

泊 3 日の研修を行いました。

　研修では、英語を使って自分自身の情報を伝

え、また、相手からの情報を理解するサバイバ

ル・イングリッシュや美しい書体を書くカリグ

ラフィーなどを体験し、日本と英国の文化の違

いを楽しみながら学んでいました。

   第７回甲子の里フェスティバルが、甲子の里希

望の家で行われました。このイベントは地域との

交流を図るため毎年行われています。

　今年も、焼きそばや授産施設の展示即売コーナ

ーが設けられました。また、施設利用者と住民が

カラオケを行ったり、歌手の菊池章夫さんのコン

サートでは音楽に合わせて施設利用者と観客も一

緒に踊ったりと交流を深めていました。

　恒例の川谷夏祭りが、小学校校庭で行われまし

た。オープニングでは、子ども御
み こ し

輿が繰り出し観

客から盛んな拍手を浴びていました。また、会場

内にはわたあめ、金魚すくいなどの出店のほかウ

ルトラクイズなどのイベントも行われ、場内は祭

り一色にそめられました。参加した人々は夕涼み

のひとときを楽しんでいました。

いっしょに楽しみました

異文化体験

夏祭りを満喫

8/17 ～ 19

8/ １０

8/2

8/23 ・ 24
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祝　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
全
国
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会

】

　

伯
母
沢
で
農
業
を
営
ん
で
い
る
阿
部
弘
さ
ん
が
、
第

三
十
三
回
全
国
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
で
農
林

水
産
大
臣
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

家
畜
の
排
泄
物
を
再
利
用
す
る
循
環
型
農
業
の
実

践
、
牛
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
配
慮
し
た
飼
育
管
理
、
自

給
飼
料
の
利
用
に
よ
る
利
益
の
増
加
な
ど
の
取
り
組
み

を
発
表
し
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

☆
農
林
水
産
大
臣
賞

阿　

部　
　

弘
さ
ん
（
48
歳
）

▲村長に受賞を報告する阿部さん

　

八
月
に
満
百
歳
を
迎
え
た

お
二
人
に
、
知
事
賀
寿
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

森
ト
メ
さ
ん
の
賀
寿
贈

呈
は
、
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
村
長
か
ら
記
念
品
な
ど

を
受
け
と
る
と
昔
の
村
の
話

な
ど
を
楽
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ト
メ
さ
ん
は
、
家
族
と
生

活
を
し
て
お
り
、
身
の
回
り

の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
自
分
で

で
き
る
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
す
。

　

ま
た
、
平
山
ヨ
シ
さ
ん
の

贈
呈
式
は
、
入
所
し
て
い
る

福
島
県
太
陽
の
国
さ
つ
き
荘

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
知
事
賀

寿
と
会
津
漆
器
の
木
杯
、
色

紙
が
手
渡
さ
れ
、
西
郷
村
な

ど
か
ら
祝
金
や
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設

の
職
員
か
ら
も
、
花
束
が
贈

ら
れ
満
百
歳
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

　

平
山
さ
ん
の
健
康
状
態
も

良
好
の
よ
う
で
す
。

　

村
内
で
は
、
百
歳
を
越
え

た
長
寿
の
方
が
お
二
人
を
加

え
四
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。

▲平山ヨシさん（さつき荘） ▲森トメさん（追原）

☆
「
満
百
歳
」
賀が

じ

ゅ寿
を
祝
う
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米
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
六
年
生
が

八
人
、
五
年
生
が
三
人
、
四
年
生
が
八

人
、
三
年
生
が
四
人
、
二
年
生
が
一
人
の
合

計
二
十
四
人
の
チ
ー
ム
で
す
。

　

今
年
の
目
標
は
、県
大
会
出
場
で
し
た
が
、

あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
で
も
、
八
月
十
日
、
十
一
日
に
行
わ
れ

た
中
畑
清
旗
で
は
、
準
優
勝
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
大
会
は
、
す
べ
て

優
勝
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
！

　

ま
た
、
宿
泊
訓
練
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
で

の
親
睦
、
芋
煮
会
等
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
行

事
も
あ
る
の
で
気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ

い
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
主
将　

小
針　

健
寛
）

米
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
③
回ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ガ
ン
バ
レ
！
み
ん
な
の

平成 15 年大会成績

田島 " 夢 " カップ　 第３位

ソフトボール協会長杯　　

　　　　　　　　　準優勝

中畑清旗争奪　　　準優勝

田口病院杯　　　　第３位

新
甲
子
温
泉
地
区｢

遊ゆ
う
ゆ
う々

の
森｣

設
定

総
合
的
学
習
の
場
に

▲巨樹・巨木百選に選ばれた剣桂

▲中畑清さんと準優勝に喜ぶ団員達

　

｢

遊
々
の
森｣

と
は
、
学
校

週
五
日
制
や
総
合
学
習
の
時
間

が
導
入
さ
れ
、
体
験
活
動
が
重

要
視
さ
れ
る
な
か
、
国
有
林
の

豊
か
な
自
然
を
広
く
一
般
の
人

に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
設
け

ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

八
月
二
十
日
、
福
島
森
林
管

理
署
白
河
支
署
と
西
郷
村
は
、

阿
武
隈
川
源
流
（
新
甲
子
温

泉
）
付
近
の
国
有
林
を｢

阿
武

隈
源
流
・
甲
子
の
森｣

と
名
付

け
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
森
に
は
、
阿
武
隈
川
渓

谷
を
散
策
す
る
「
新
甲
子
遊
歩

道
」
や
全
国
の
巨
樹
・
巨
木
百

選
に
選
ば
れ
た
「
剣
桂
」、
県

の
鳥
で
あ
る
、
き
び
た
き
が
生

息
す
る
「
き
び
た
き
の
森
」
が

あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
を
保
護
、

観
察
し
な
が
ら
、
森
林
学
習
や

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
森
林

浴
等
の
活
動
に
役
立
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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各課直通電話番号

お
知
ら
せ

●歯科医　休日当番日
  9.14 内 藤 歯 科 医 院（西郷村）☎ 25-0331
  9.15 永 山 歯 科 医 院（白河市）☎ 27-1646
  9.21 クリニックおおまち（白河市）☎ 23-1110
  9.23 芳 賀 医 院 歯 科 室（西郷村）☎ 25-2862
  9.28 早 坂 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-6480
10. 5 は や し 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-1818

●今月の納税

国民健康保険税（第３期）
介 護 保 険 料（第３期）

９月 30 日（火）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（防災交通・生活環境） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行 政 サ ー ビ ス セ ン タ ー 31-2237 農 業 委 員 会 事 務 局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西 郷 村 土 地 改 良 区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー 25-5121 学 校 給 食 セ ン タ ー 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  9.14 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  9.15 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
  9.21 岡崎小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
  9.23 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
  9.28 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
10. 5 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060

●内科医　休日当番日（白河地区）
  9.14 鈴 木 ホ ー ム ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 31-8181
  9.15 すずき内科クリニック（白河市）☎ 24-4114
  9.21 千 葉 医 院（白河市）☎ 24-2080
  9.23 つかはら内科クリニック（白河市）☎ 24-1011
  9.28 ニューロクリニック（西郷村）☎ 24-4111
10. 5 野村貫成堂クリニック（白河市）☎ 23-3071

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や

場所の案内をします。）

昭
和
54
年
４
月
２
日
～
62
年
10

月
１
日
生
ま
れ
の
方
へ

　

右
記
の
方
は
、
風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
率
が
低
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
妊
娠
初
期
の
女
性
が
か
か
る
と
、
先

天
性
風
疹
症
候
群
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

て
く
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

接
種
率
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
風
疹

の
流
行
そ
の
も
の
を
抑
制
す
る
た
め
、
男

女
と
も
に
風
疹
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
人
、
風
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い

人
は
、
風
疹
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

●
実
施
場
所　

指
定
医
療
機
関

●
料　
　

金　

無
料

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

資
源
物
の
持
ち
去
り
対
策

　

最
近
、
ご
み
の
集
積
所
か
ら
資
源
物

（
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ
ク
・

ア
ル
ミ
缶
）
を
持
ち
去
る
行
為
が
急
増

し
、
住
民
か
ら
数
々
の
相
談
な
ど
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
持
ち
去
り
対
策
を
講
じ

ま
す
の
で
、
お
困
り
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
ご
み
集
積
所
に
設
置
警
告
看
板
「
無
断

持
ち
去
り
厳
禁
」
を
主
な
場
所
に
設
置

し
ま
す
。

●
ご
み
集
積
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
持
ち
去
り
防
止
の
監
視
に
努
め
ま

す
。

※
資
源
物
は
、
子
供
会
や
町
内
会
等
の
集

団
回
収
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
資
源
の
持
ち
去
り
行
為
を
見
か
け
た
場

合
は
、
担
当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課（
生
活
環
境
係
）

この集積所は私たち（行政区）が管理しています。

資源物（新聞・雑誌・段ボール・紙パック・アルミ
缶等）は、行政回収に出したものです

無断持ち去り厳禁
私たちは、リサイクル社会に大きく貢献しています！

○○行政区、西郷村、白河警察署
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防
災
無
線
の
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

　

村
で
は
、
全
世
帯
に
防
災
行
政
無
線

（
個
別
受
信
機
）
の
設
置
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
災
害
時
の
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
、
村
民
の
み
な
さ
ん

に
警
報
や
避
難
勧
告
等
の
伝
達
、
災
害
現

場
か
ら
の
情
報
収
集
や
指
示
伝
達
を
行
う

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
に
は
、
村
広
報
活
動
の

情
報
伝
達
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
企
画
調
整

課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

企
画
調
整
課

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　

10
月
１
日
、
全
国
で
平
成
15
年
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関
す
る
最

も
基
本
的
な
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、

国
や
都
道
府
県
・
市
町
村
が
21
世
紀
の
住

宅
建
設
計
画
、
都
市
計
画
、
環
境
整
備
計

画
な
ど
を
立
案
し
て
い
く
上
で
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
住
生
活

の
向
上
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
全
国
の
平
成
12
年
国
勢
調
査

の
調
査
区
の
中
か
ら
約
４
分
の
１
の
調
査

区
を
選
び
、
そ
の
地
域
内
を
対
象
に
行
わ

れ
ま
す
。
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
、

調
査
票
を
持
っ
て
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
し
た
事
項
は
統
計
を
作
る

た
め
だ
け
に
使
う
も
の
で
、
そ
の
他
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は

法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
安
心
の

上
、
あ
り
の
ま
ま
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

企
画
調
整
課

グ
リ
ー
ン
購
入
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

環
境
に
や
さ
し
い
商
品
を
優
先
的
に
購

入
す
る
「
グ
リ
ー
ン
購
入
」
は
、
資
源
を

大
切
に
使
う
社
会
（
循
環
型
社
会
）
を
形

成
す
る
た
め
の
有
効
な
方
法
で
す
。
県
で

は
10
月
を
「
グ
リ
ー
ン
購
入
推
進
月
間
」

と
定
め
、
市
町
村
等
と
の
共
催
の
下
、
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要
や
参
加
店
に
つ

い
て
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

村
民
の
皆
様
は
で
き
る
だ
け
環
境
に
や

さ
し
い
商
品
を
購
入
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

10
月
１
日
～
30
日

■
問
合
せ

県
庁
生
活
環
境
部
循
環
型
社
会
推
進
グ

ル
ー
プ☎

０
２
４
─
５
２
１
─
７
８
１
３

ま
た
は
、
最
寄
り
の
地
方
振
興
局
県
民

環
境
部

'03
下
水
道
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」。
皆
さ

ん
に
下
水
道
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
「
下
水
道
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
ビ

デ
オ
放
映
、
抽
選
会
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
す
。
ご
家
族
連
れ
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
日　

時　

９
月
10
日
㈬
10
時
～
18
時
頃

●
場　

所　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
白
河
昭
和

町
店
店
頭

■
問
合
せ　

下
水
道
課

県
南
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
（
素
案
）
及
び
用
途
地
域
の
指
定

の
な
い
区
域
に
お
け
る
建
ぺ
い
率
、

容
積
率
等
の
建
築
形
態
制
限
の
見
直

し
（
素
案
）
の
説
明
会

　

標
記
２
つ
の
素
案
に
つ
い
て
、
住
民
の

方
々
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
説
明
会

　

日
時　

９
月
29
日
㈪

18
時
30
分
～
20
時
30
分

　

場
所　

白
河
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
閲　

覧

　

日
時　

９
月
29
日
㈪
か
ら

　

場
所　

福
島
県
県
南
建
設
事
務
所

見
つ
め
て
く
だ
さ
い
心
と
か
ら
だ

見
直
し
ま
し
ょ
う
職
場
環
境

　

国
民
の
労
働
衛
生
に
関
す
る
意
識
を
高
揚
さ

せ
、
事
業
所
に
お
け
る
自
主
的
労
働
衛
生
管
理

活
動
を
通
じ
た
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と

快
適
な
職
場
環
境
の
一
層
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
と

に
自
ら
の
労
働
環
境
を
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

商
工
観
光
課
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職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を

お
手
伝
い

　

福
島
労
働
局
で
は
、「
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
総
合
労
働
相
談

員
が
、
労
働
者
・
事
業
主
か
ら
の
相
談
を

お
受
け
し
、
紛
争
の
自
主
的
な
解
決
を
促

進
す
る
た
め
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
相
談
内
容

　

解
雇
、
労
働
条
件
、
募
集
・
採
用
、
男

女
均
等
取
扱
い
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
分
野

●
相
談
料
等　

無
料

●
最
寄
り
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

郡
山
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

〒
９
６
３
─
８
０
２
５

　
　

郡
山
市
桑
野
２
─
１
─
18

郡
山
市
労
働
基
準
監
督
署
内

☎
０
２
４
─
９
２
２
─
１
３
７
０

病
害
虫
防
除
基
準
の
記
載
誤
り

に
伴
う
補
償

●
対
象
農
作
物

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
イ
チ
ゴ
、
エ
ダ
マ
メ
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、

ダ
イ
コ
ン
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ハ
ク
サ
イ
、

オ
ウ
ト
ウ
、
ス
モ
モ
、
モ
モ

●
補
償
の
対
象
者

　

実
際
に
損
失
を
受
け
た
（
又
は
費
用
を

負
担
し
た
）
生
産
農
家
及
び
農
協
、
流
通

業
者
等

●
補
償
の
範
囲
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

●
確
認
方
法

⑴
現
物
や
伝
票
、
領
収
書
等
の
証
拠
書
類

に
基
づ
く
確
認
又
は
事
実
の
確
認
が
で

き
る
証
明
書
等
に
よ
り
確
認
し
ま
す
。

⑵
市
場
価
格
の
下
落
に
対
す
る
補
償
に
つ

い
て
は
、
市
場
関
係
者
か
ら
「
病
害
虫

防
除
基
準
の
記
載
誤
り
で
の
価
格
の
下

落
が
あ
っ
た
」
こ
と
の
証
明
書
が
必
要

で
す
。

■
問
合
せ　

県
南
農
林
事
務
所

☎
２
３
─
１
５
５
６

高
齢
者
等
の
財
産
と
福
祉
を
め

ぐ
る
相
談
会

●
実
施
方
法　

電
話
及
び
面
談
に
よ
る
相

談
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

10
時
～
16
時

●
相
談
電
話
番
号

☎
０
２
４
─
５
３
３
─
５
６
７
８

●
面
談
会
場

　

福
島
県
司
法
書
士
会
館

　
　
　

福
島
市
新
浜
町
６
─
28

☎
０
２
４
─
５
３
４
─
７
５
０
２

●
相
談
内
容　

◆
不
動
産
に
関
す
る
相

続
・
遺
言
・
贈
与
・
信
託
・
財
産
処
分
・

財
産
管
理
問
題
等
◆
福
祉
問
題
等
◆
介

護
保
険
◆
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
◆

施
設
等
へ
の
入
所
問
題
◆
虐
待
・
い
じ

め
等
人
権
問
題
◆
親
子
・
養
子
等
の
身

分
問
題
◆
年
金
・
保
険
問
題
◆
税
金
問

題
◆
税
金
問
題
◆
成
年
後
見
問
題

●
相
談
員　

福
島
県
司
法
書
士
会
員
ほ
か

関
係
各
種
団
体
会
員
（
予
定
）

●
主
催

福
島
県
司
法
書
士
会
、

㈳
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
ふ
く
し
ま
支
部

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
案
に
対
す
る
意
見
公
募

　

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
都
市
の

将
来
像
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
定
め
ら
れ
る

と
、
そ
の
都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
定
め

ら
れ
る
個
別
の
都
市
計
画
は
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
即
し
て
適
切
に
定
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

福
島
県
で
は
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
課
題
に
対
応
し
た
、
実
効
性
の
あ
る
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
よ
う
、
プ
ラ
ン
の

素
案
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
か
ら
広
く
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
計
画
案
の
策
定
の
参
考
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
県
民
の
皆

様
に
素
案
の
前
提
と
な
る
資
料
を
公
表
い

た
し
ま
す
の
で
そ
れ
ら
を
ご
覧
の
う
え
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
提
出
願
い
ま
す
。
匿
名
の
も
の
、
電

話
に
よ
る
も
の
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ

県
庁
土
木
部
都
市
領
域
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
─
５
２
１
─
７
５
０
７

　

FAX
０
２
４
─
５
２
１
─
７
９
５
６

toshikeikaku@
pref.fukushim

a.jp

募　
　

集

オータムジャンボ

発売期間 9 月 25 日～ 10 月 10 日

１等前後賞合わせて　　億円２
この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環

境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために

使われます。

売れ切れ次第終了！
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日 月 火 水 木 金 土
2
昔話・民話に親し
む（羽太小学校）
村 長 と 話 そ う

（19:00 下羽太地区
集落センター）
パパとママの子育
て講座（２ヵ月児）

（9:30 保 健 福 祉 セ
ンター）

3
老人クラブ会長杯
ゲートボール大会

（9:00 追 原 ゲ ー ト
ボール場）
太 陽 の 国 敬 老 会

（10:00 さつき荘）

5
敬 老 会（10:00 村
民体育館）

6
川 谷 小 中 学 校 合
同 秋 季 大 運 動 会

（8:15 川 谷 小 中 学
校校庭）

7
村民トレッキング
講座（那須甲子縦
走と甲子温泉）
水 の 郷 ス ポ ー ツ
大 会　 柔 道 競 技

（9:00 西一中）
サンデーカルチャ
ー（7:30 田子倉ダ
ム他）

8
12 ～ 13 ヵ月児健
康相談（9:30 保健
福祉センター）

10
心 配 ご と 相 談 会

（13:00 高齢者生活
支援センター）
'03 下 水 道 ふ れ あ
い プ ラ ザ（10:00
ヨークベニマル白
河昭和町店）

11
第 46 回 西 白 河 中
学校駅伝競走大会
談（台上周辺 女子
9:30  男子 11:00）
母子手帳交付・健
康 相 談（13:00 保
健福祉センター）
お ひ ざ に だ っ こ
の お は な し か い

（10:30 文化センタ
ー）

13
阿武隈川の源流と
森林の観察会（新
甲子遊歩道）（9:00
文化センター）

14
運動会（9:00 まき
ば保育園園庭）

15敬老の日 16
子 宮 が ん 検 診

（9:00・13:00 保 健
福祉センター）

17
子 宮 が ん 検 診

（9:00・13:00 保 健
福祉センター）

18
４ヵ月児健康診査

（13:00 保健福祉セ
ンター）

19
交通安全鼓笛パレ
ー ド（10:05 小 田
倉小）

20
秋季運動会（8:30
み ず ほ 保 育 園 園
庭）
ふ る さ と 探 検 隊

（9:00 少 年 自 然 の
家）

21
運動会（9:00 村立
西郷幼稚園園庭）

23秋分の日
村民登山大会（磐
梯 山 ）（6:00 文 化
センター集合）

24
幼児歯科クリニッ
ク（13:00 保 健 福
祉センター）
６才児歯科クリニ
ック（13:45 同上）
西白河郡市中学校
新人戦

25
母子手帳交付・健
康 相 談（13:00 保
健福祉センター）
心配ごと特別相談
会（13:00 高 齢 者
生活支援センター）
村 長 と 話 そ う

（19:00 一の又多目
的集会施設）

26
交通安全鼓笛パレ
ード（9:40 羽太小）

29
行政相談所（13:30
文化センター）

30
村 長 と 話 そ う

（19:00 追原コミュ
ニティセンター）

2003 年 9 月
September行事
レカ ンダー

●今月の顔────
１才６ヵ月児健康診査

に来ていた子どもたちです。

★西白河郡内の主な行事です (NPO法人カルチャーネットワーク提供）

・9/1 ～ 28　収蔵企画展Ⅱ碑拓本展（白河市歴史民俗資料館 9:00）
・9/1 ～ 19　ネイティヴアメリカン企画展（灯庵（川谷）10:00）
・9/2 ～ 15　土器づくり（まほろん 9:30 月㉁）
・9/7　あそびの学校「スーパーボールをつくろう」（ジャ

スコ白河西郷店 13:30 先着順）
・9/13 ～ 15　白河提灯まつり（鹿島神社・白河市街地 18:00）

・9/17 ～ 28　勾玉づくり・クレヨン象嵌（まほろん 9:30 月㉁）
・9/19 ～ 23　しらかわ市民活動支援センター・NPO しら

かわ市民活動支援会開設１周年記念「市民のまつり」（し
らかわ市民活動支援センター 10:00（19 日は 13:00））

・9/19　福島県中学校英語弁論大会（白河市文化センター 9:00）
・9/20　映画の日「したきりすずめ」他（白河市中央公民館 10:00）
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書

詩

「
折
鶴
橋
で
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
を

　
　
　

一
匹
つ
か
ま
え
た
」

 

「
の
び
ろ
の
び
ろ
」

「
フ
キ
」

川
谷
小
学
校
四
年

　
　
　

松　

本　

菜　

々

川
谷
小
学
校
四
年

　
　
　

関　

矢　
　

愛

図
画

　

の
び
ろ　

の
び
ろ

　

ヘ
チ
マ
の　

つ
る
よ

　

の
び
ろ　

の
び
ろ

　

ど
ん
ど
ん　

の
び
て

　

た
く
さ
ん

　

花
を
さ
か
せ
ろ

　

の
び
ろ　

の
び
ろ

　

ヘ
チ
マ
の　

つ
る
よ

　

の
び
ろ　

の
び
ろ

　

ど
ん
ど
ん　

の
び
て

　

た
く
さ
ん

　

実
を
つ
け
ろ

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
）

担
当
の
大
木
仁
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
高
橋
利
津
子
先
生
か
ら
一
言 

担
任
の
岩
崎
拓
先
生
か
ら
一
言 

川
谷
小
学
校
二
年

　
　
　

菊　

地　

愛　

美

人口と世帯数（8月 1日現在）人口 19,155 人（前月比 +15）男 9,626 人（+15）女 9,529 人（± 0）世帯数 5,865 戸（+6）

・発行 / 西郷村　・編集 / 企画調整課　〒 961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原 40　☎ (0248)25-1111（代表）

 ア ド レ ス　http://www.vill .nishigo.fukushima.jp/　　　　　E-mail: kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

　

人
物
の
大
き
さ
や
動
き
を
工
夫
し
て
描
き
ま
し

た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
を
つ
か
ま
え
た
時
の
う
れ
し
さ

が
よ
く
表
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

み
ん
な
で
育
て
て
い
る
ヘ
チ
マ
が
、
夏
休
み
を

過
ぎ
て
と
て
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
詩
の
よ
う

に
、大
き
な
実
を
つ
け
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

中
心
を
考
え
な
が
ら
力
強
く
書
け
ま
し
た
。
ね

ば
り
強
く
練
習
し
ま
し
た
ね
。
て
い
ね
い
に
書
け

て
い
ま
す
。


